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１．単元設定の理由

　本単元では，西野の「梅林」を取り上げる。西野の「梅林」は，校区の歴史に深く関わっている。
平安時代の前期，菅原道真がこの地域に立ち寄り，梅を植えたことが始まりとされ，地名にも「梅林」
と称される地区が残っているほど江戸時代まではたくさんの梅林が広がり，人々の生活に大きく関わ
っていたと言われている。しかし，近年の工場の建設や宅地開発により，梅の木が切られ，梅林の印
象は薄れていった。平成１５年に，地域の青年団が梅林復活活動をおこし，「西野梅林を愛する会」
が結成された。昔ながらの環境を守るべく梅の木を植樹したり，水やりや剪定をしたりして，古き良
き時代を今に伝えようと現在でも約100名の方々が活動されている。現在梅林が存在しているのは，
「梅林を大切にしたい」「西野に住む子どもたちに地域を誇りに思ってほしい」という現在に生きる
地域の方々の願いがあるからである。校区に住む児童はその歴史をほとんど知らないが，西野の梅林
について調べていくことを通して，地域の方々の願いを知り，地域を大切に思い，将来，わが故郷と
して誇りをもって語ることのできる題材であると考える。

そこで，地域の特色である梅を題材とした活動を設定することを通して，地域の方々の梅林への思
いを知り，児童が地域を大切に思う心を育んでいきたい。「西野梅林を愛する会」の方々と交流する機会を設けることで，地域を愛する人々の思い，伝統を継承していきたいという地域の人々の願いに触れることもでき，友達との協力や地域の人々との関わりの中で，人と関わることの楽しさや地域のよさを実感し，地域に対する親しみや愛着をもつことができる題材でもあると考える。

　
児童は，前学年までに生活科「どきどきわくわくまちたんけん」「みんなでつかうまちのしせつ」
で農家や地域の施設に見学に出かけ，地域の様子を見たり，地域の人々と触れ合ったり，働く人々から仕事の工夫や喜びを聞いたりする学習を行った。学習を通して，少しずつではあるが地域に興味関心をもち始めている。また，２年生の３学期には，３年生から，梅林について学習し，「梅林を有名にしよう」と様々な取組をしたという話を聞き，梅林の学習を引き継いで，もっと梅林を有名にしてほしいという願いをもっていることも知った。児童は，３年生の思いを受け継ぎ，梅林について学習したいという意欲を高めている。

４月のアンケート調査において，地域の自慢を聞いたところ，以下のような結果であった。（複数回答，自由記述）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｎ=27　

	自慢に思うこと
	回答した児童の割合

	地域の人が優しい
	２６％

	学びの森
	１９％

	施設・公園
	１９％

	梅林
	１３％

	西野川
	１０％


また，事前に「ふるさと学習」に対する知識・技能についてのアンケートを実施したところ，結果
は以下の通りであった。  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ｎ=27                                                                     　　　　　　

	アンケート項目
	肯定的評価の割合

	「ふるさと学習」は好きです。
	９２％

	自分たちの住んでいる地域のことが好きです。
	９２％


 　 梅の活動を始める前のアンケートでは「地域の人が優しい」ことを自慢に思っている児童が最も多
く，登下校時に地域の方々から挨拶をしてもらい，嬉しかった経験を書いている児童が多かった。ま
た「お店が多い」や「公園が多い」と答えた児童が合計で19％も占めたことから，多くの児童が昨年
度見学したり，関わったりした場所を自慢と捉えていることが分かった。ゆえに昨年度の３年生が発
表会で「梅林」について発表したり，とんど祭りで梅の販売を行ったりしているが，本学年の児童は
直接関わっていないために，梅林を地域の自慢だと捉えていなかった。
　　５月に，地域の方をGTとして招いて，西小学校区の梅林についての話を聞いた。梅林が有名にな
った歴史的背景や，地域の「西野梅林を愛する会」の方々が梅の木を植樹し，再び梅が咲き誇る町に
復活させたいという思いをもって活動されていることを知った。また，西野梅林を愛する会の方々が，
梅林を保護し，梅の木を増やす活動を通して，西小学校区の児童が，地域で勉強したり，遊んだりし
た思い出をもち続けてほしいという願いも知った。
　　４年生やGTの話を聞いて，児童は地域の梅林についての関心をさらに高め，大好きな地域のこと
を自慢したいという思いをもつとともに，梅林を多くの人に知ってもらいたいという願いをもち始め
ている。
　　また，本学級の児童に対して，知識・技能以外の本校で育てようとする資質・能力の具体について， 
５月に実施したアンケートは，以下のような結果であった。　　　　　　　　　　　　　　　　ｎ=27
	資質・能力
	【本校で育てようとする資質・能力の具体】
	アンケート項目
	肯定的評価

の割合

	思考力，判断力，表現力等
	課題発見力
	授業では，調べてみたい課題を見つけています。
	８５％

	
	論理的思考力
	授業では，情報を比べたり，仲間分けをしたり，関係を見付けたりして，何が分かるのかを考えています。
	９６％

	学びに向かう力，人間性等
	主体性
	課題発見・解決場面では，課題に対する自分の考えを持ち，解決に向けて進んで行動しています。
	９６％

	
	協調性
	集団解決場面では，相手の意見を受け止めて話し合い，よりよい解決に向けて協力して取り組んでいます。
	９６％

	
	自らへの自信
	自分の目標に向かって最後まで努力しています。
	１００％

	
	
	自分は成長していると思います。
	９６％

	
	
	地域の良さを知っています。
	８８％


この結果，児童は「ふるさと学習」が好きで楽しく学習を進められているため，全体的に肯定的評
価の割合が高い。その中で，自分たちで調べてみたい課題を見つけることができる児童の割合は若干下がっている。また，「地域が好き」と答えた児童と「地域のよさを知っている」と答えた児童の割合に差があったことから，地域への愛着はもてているが，地域のよさには十分に気付けていない児童もいると考えられる。 

（１）「課題発見・解決学習」の学習過程をさらに意識した単元計画の作成
・　４年生の引き継ぎから「西野の梅林をもっと多くの人に知ってもらう」ために，市販の梅と西野の梅は何が違うのかを考えさせる。
・　ＧＴに協力をしていただき，題材との出会わせ方を工夫することで，自分の今までもっていた考え方とのずれや疑問に気付かせやすくする。
・　地域の方と関わる中で感じた思いや気持ちを伝えるために，自分たちにできることを話し合い，考えさせる。情報収集をし，整理・分析，まとめ・表現の流れを意識し，活動を行う。
（２）主体的・対話的で深い学びのある授業の実現
1 話合いの充実
・　自分の経験をもとに話合いをさせる。
・   話合いを広げたり，深めたりするために，クラゲチャートやKJ法などの思考ツールを活用する。
・　意見を付け加えたり，分からないことは質問をしたりしながら意見を深めていく。
2 学びを深めるための「書く」活動の質の向上
・ 授業毎に振り返りの視点を与えることで，学んだことや考えたことを次の活動や自分の考えに生
かしていけるようにする。
２．単元目標
地域の宝である梅林やそこの梅を多くの人に広めていく取組の１つとして，地域の方々とともに
梅を収穫し，収穫した梅を使って梅干しや梅シロップを作ったり，活動内容を発信したりする活動を通して育成したい６つの「資質・能力」を身に付ける。

３．単元の評価規準
	資質・能力
	評価の観点
	評価規準
	【本校で育てようとする資質・能力の具体】

	知識及び技能
	知識・技能
	○　梅林の歴史やこれまでの活動を知り，梅林や西小学校，地域の自然の豊かさや地域を愛する人々の取組や願い，思いに気付いている。
	知識・技能

	思考力，判断力，表現力等
	思考・判断・表現
	○　地域の方々の思いを捉え，地域の梅林を多くの人々に知ってもらうための課題を設定するとともに，解決する過程の中で新たな課題を設定している。
○　課題に対して，解決するための情報を集める方法を考えたり，よりよい解決方法を考えたりしている。
	課題発見力
論理的思考力

	学びに向かう力，人間性等
	主体的に学習に取り組む態度
	○　西野梅林を伝えていくために，自分ができることを考え，進んで解決に向けて活動している。
○　梅林を大切に思う人々の思いや願いを知り，地域に誇りと愛着を持っている。
○　友達の意見を受け止め，よりよい解決に向けて協力して取り組んでいる。
	主体性
自らへの自信
協調性



４．指導計画（全７０時間　本時３２／７０）
	
	探究の過程

評価
	学習活動
	関連する
教科等

	西野梅林・梅について知ろう。（㉔）
	課題の設定　知思

情報の収集　主思
整理・分析　主
実行　主
課題の設定　知思
情報の収集　思
実行　主
振り返り　知思
	○4年生から聞いた西野の梅林についての話を整理し，疑問をもつ。（２）

・昔，西野には梅の木がたくさんあった。

・4年生は，昨年度，梅林を復活させ，広めるために取組を行った。

・自分たちも，梅林や梅を多くの人に広めていくために活動していきたい。

○西野の梅林について知るために，文献調査や「西野梅林を愛する会」からＧＴを呼び，梅林に関する話を聞く。その中で疑問に思ったことなどをさらに調べる。（７）

・梅の効能や活用方法について
・梅林の歴史について
・西野梅林を愛する会の活動について
・西野梅林を愛する会の夢や今後の予定について
・梅林を復活させたいというＧＴの思いについて　　　　など
○文献調査やＧＴの話から分かったことを整理する。（２）
○実際に梅林に出かけ，地域の方々とともに園児と梅の収穫を行い，梅干し・梅シロップ作りを行う。（６）
○ＧＴの話や体験活動を行った際の感想を整理し，自分たちにできることを考える。（２）
○アンケートを取り，実態把握をする。（１）
○地域の方を招待して，梅シロップの試飲会を開き，感謝の気持ちを伝える。（３）
○１学期の活動を振り返り，新たな課題への見通しをもつ。（１）

	社会
わたしたちのまちのようす

・校区の様子

国語

よい聞き手になろう

・話の聞き方
・質問や感想の言い方
国語

材料を集めて，報告する文章を書こう
・報告する文章の書き方

国語

「ありがとう」を伝えよう
・手紙の書き方

	感謝の思いを形にしよう。（㉖）
	課題の設定　知思

整理・分析　知思
情報の収集　思主
まとめ・創造・表現思
実行　主
振り返り　知思
	○1学期の活動を振り返り，今後の学習について話し合う（５）
○西野梅林について知ってもらうための方法を考える。（２）【本時２／２】
○企業コラボについて考える。（３）
○梅シロップのラベル製作を行う。（６）
○とんど販売の準備をする。（８）
○活動を振り返り，新たな課題への見通しをもつ。（２）

	国語

伝えよう，楽しい学校生活
・話し合いの進め方

社会
店ではたらく人々のようす
・販売の工夫

算数

たし算とひき算の筆算

・3位数や4位数のたし算やひき算

算数

１けたをかけるかけ算の筆算

・2位数や1位数と1位数のかけ算

	地いきの方に感謝を伝えよう。（⑳）
	実行　主
振り返り　主
整理・分析　知思
まとめ・創造・表現　主
整理・分析　知思
まとめ・創造・表現　主
振り返り　知主
	
○とんどで梅商品の販売を行う。（授業外）

○販売を振り返る。（２）

○お世話になった地域の方にどのように感謝を伝えるか考える。（３）
○準備，実施をする。（３）
○西野梅林・梅について２年生に引き継ぐ方法を考える。（２）

○西野梅林・梅について２年生に引き継ぐための準備を行い，実践する。（８）

〇一年間の活動を振り返り，新たな課題への見通しをもつ。（２）
	社会
店ではたらく人々のようす
・販売の工夫
国語
伝えよう，楽しい学校生活

・話し合いの進め方

国語
本を使って調べよう
・本を使って調べる方法

国語

「ありがとう」を伝えよう
・手紙の書き方


５．本時の学習　【３２／７０】
（１）本時の目標
　他者との対話や他教科等の学習を想起する活動を通して，たくさんの人に西野梅林を伝えるためのよりよい方法を考えることができる。　　　　　　　　　　　　
（２）本時で望む「主体的・対話的で深い学び」の姿

　思考を深める発問を通して，西野梅林を多くの人に伝えるためのよりよい方法を対話をしながら様々な視点から考えている姿。
（３）準備物
　　マトリックス表，ふりかえりシート
（４）学習の展開
	学　習　活　動
　
	指導上の留意事項（・）
「努力を要する」状況と判断した児童への指導の手だて（◆）
	★望ましい姿
【本校で育てようとする資質・能力の具体】

	１　前時までの学習を振り返る。
２　本時の学習課題を確認する。

３　班でマトリックス表にまとめながら話し合う。


４　全体で交流する。




５　本時の学習を振り返り，次時の確認をする。


	・　課題を再確認し，西野梅林を伝えていく方法を考えていることを確認する。
· ○△×の３つの記号を使って，グループの意見を整理し，新たな見方や視点に気付きやすくする。
◆　自分の経験や，他教科等の学習を想起できるよう，教室の掲示を使う。
◆　自分の意見を言うことができるように，話し方や付け加え，質問，意見の言い方の話型を提示する。
・　同じ意見の児童を付け加えで発表させたり，質問や意見があれば発表させたりして，意見を深めていく。
・　△や×を○にできないか見方を変えながら話し合いをしていく。
・　自分たちが伝えたいことは何か振り返った後，切り返し発問をする。
・　発問後に班での話合いの時間を確保する。
・　○の数だけで決めるのではなく，自分たちの伝えたいことや思いをもとに考えさせる。
・　授業で考えたことや友だちの意見を聞いて思ったこと，今後に生かしたいことなどを振り返りに書かせる。
	★　思考・判断・表現【論理的思考力】
自分の経験や友だちの意見などをもとに多くの人に知ってもらうための方法を考えている姿。



（５）板書計画

大好き西野梅林


～地いきの宝を伝えよう～
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総合�
第３学年１組（男子１３名，女子１５名　合計２８名）�
指導者�
�
探究課題：梅林を支える地域の人々の活動と活動に込められた願いや思い

















単元について





児童の実態





研究主題に迫るための手立て





評価の観点


知…知識・技能　思…思考・判断・表現　主…主体的に学習に取り組む態度





大好き西野梅林～地いきの宝を伝えよう～





【小単元の課題】西野梅林・梅について知ろう。





【小単元の課題】西野梅林を知ってもらうための方法を考えよう。





【小単元の課題】西野梅林について伝えよう。





西野梅林をたくさんの人に伝えるためにはどの方法がよいか考えよう。





　階段の踊り場に貼れば西小の人が見てくれるから，ポスターの西小の人は◎だと思います。





　新聞を作って，ポストに入れて全校に配ったら，お家の人に見てもらえるから新聞の保護者は◎だと思います





　校内放送ではなく町内放送にしたら地域の人も聞けると思います。





自分たちが一番伝えたいことがより伝わるのはどれでしょう。





　梅林の歴史や梅のおいしさを伝えたいから，とんどがいいと思います。








�
地いき�
ほご者�
西小の人�
�
とんど（販売）�
○・梅商品を売ることで直接伝えられるから。�
○・3年の保護者以外は少なそうだから。�
△・来ない人もいるから。�
�
ポスター�
△・見る機会が少ないから。


→地域に貼れば○になるのでは？�
○・参観日のときに見てもらえるから。�
○・各階段に貼れば見てくれるから。�
�
新聞�
△・字が小さくて読みにくいから。�
○・お便りで配れば全家庭に配れるから。�
○・学校中に貼れば多くの人が見てくれるから。�
�
放送�
×・給食放送では聞こえないから。


→町内放送で流すと○になる？�
×・給食の時に学校に来てもらうのは難しいから。�
○・給食放送で伝えれば全校が聞いてくれるから。�
�









　校内放送だと地域の人に聞いてもらうことはできないから放送の地域の人は×だと思います。





� eq \o\ac(○,め)�　西野梅林をたくさんの人に伝えるためにはどの方法がよいか考えよう。























3年（6）

